
福岡の将来像と
福岡空港の役割
福岡の将来像と
福岡空港の役割

日時：�平成18年7月31日(月)13：30～16：40 （開場13:00）
� （第１部 基調講演 13：40～、 第２部 説明 14：20～、 第３部 シンポジウム 14：50～）

会場：�エルガーラホール　8F大ホール
� ■住� 所�福岡市中央区天神1-4-2 TEL:092-711-5017　
� ■アクセス�◎地下鉄空港線天神駅・徒歩5分�◎地下鉄七隈線天神南駅・徒歩1分
� � �◎西鉄福岡（天神）駅・徒歩2分� ◎天神バスセンター・徒歩3分
� ■申込方法�ご希望の方は、「シンポジウム参加希望」と記載の上、氏名、年齢、郵便番号・住所、
� � �（同行者のいる場合は同行者の人数）を明記し、裏面にあるいずれかの方法で
� � �お申し込み下さい。様式は自由です。
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基調講演

「世界の最新航空事情と空港の未来」

シンポジウム

「福岡の将来像と福岡空港の役割」

杉浦 一機
（航空アナリスト）

日本旅行業協会九州支部

コーディネーター

講師

パネリスト

パネリスト

パネリスト

パネリスト

山内 弘隆
（一橋大学大学院商学研究科長・商学部長）

大島 愼子
（筑波学院大学情報コミュニケーション学部教授）

兵藤 哲朗�
（東京海洋大学海洋工学部助教授）

安河内恵子
（九州工業大学情報工学部助教授）

福岡空港の総合的な調査
パブリックインボルブメント ステップ2
シンポジウム

　入場：無料� 定員：400名（定員になり次第締め切らせていただきます）� 主催：福岡空港調査連絡調整会議



問い合わせ先

http://ｗｗｗ . fukuokakuko-chosa.org/
福岡空港調査連絡調整会議 国土交通省九州地方整備局（空港PT室）

〒 810-0074　福岡市中央区大手門 2-5-33
TEL：092-752-8601　 FAX:092-724-2480

国土交通省大阪航空局（空港企画調整課）
〒 540-8559　大阪市中央区大手前 4-1-76
TEL：06-6949-6469　 FAX:06-6949-6218

福岡県空港対策局空港計画課
〒 8 1 2 - 8 5 7 7　福岡市博多区東公園 7 - 7
TEL：092-643-3172　 FAX:092-643-3217

福岡市総務企画局空港推進担当
〒 8 1 0 - 8 6 2 0　福岡市中央区天神 1 - 8 - 1
TEL：092-711-4102　 FAX:092-733-5582

	 ファクス
	 福岡県 092-643-3217
	 福岡市 092-733-5582

福岡県空港対策局空港計画課 TEL：092-643-3172　／　福岡市総務企画局空港推進担当 TEL：092-711-4102

�Ｅメール
	 福岡県 kuko2@pref.fukuoka.lg.jp
	 福岡市 kukosuishin.GAPB@city.fukuoka.jp

シンポジウム参加の申し込み方法 （様式は自由）

シンポジウムプログラム

本シンポジウムの参加応募にあたりご提供いただいた個人情報（氏名、住所、電話番号等）は、イベント準備及び運営を行う委託先へ開示することがあります。この場合、
開示する個人情報は必要な範囲のみに限定し、委託先に対して契約等により皆様の個人情報の管理を徹底致します。ご了承いただきますようお願い申し上げます。　

※

「世界の最新航空事情と空港の未来」第1部 基調講演

コーディネーター

(航空アナリスト)

一橋大学
大学院商学研究科長
商学部長

杉浦一機

山内弘隆

講師

「福岡空港の総合的な調査パブリックインボルブメントステップ2の概要」第2部 説明

「福岡の将来像と福岡空港の役割」第3部 シンポジウム

13:40～

14:20～

14:50～

利用者サイドに立ったユニークな分析をもとに、執筆・テレビ・新聞・講演などで活躍。世界の空港事情
に明るいほか、エアラインの動向、経営・運航・サービス体制などに造詣が深い。明解な分析と判りやす
い説明に定評がある。
参議院運輸委員会調査室客員調査委員を歴任し（平成2年）、現在は東京都などの空港・航空問題委員会
委員、経済産業省旅客機開発事業推進専門委員会委員などを務める。
著書には「空港大改革」、「空港ウォーズ」、「航空大競争」、「墜ちない飛行機」、「便利で快適な飛行機にの
りたい」、「JAL vs ANA」など多数。

紹介

慶應義塾大学大学院商学研究科博士課程修了。一橋大学大学院商学研究科教授、米国メリーランド大学
ロバート・スミス・ビジネススクール客員研究員などを経て、平成17年1月より現職。専門分野は交通経
済論、公共経済学、公益事業論など。交通政策審議会委員、内閣府民間資金等活用事業推進委員会（PFI推
進委員会）委員、日本交通学会理事などを務める。
「航空運賃の攻防」、「交通経済学」（共著）、「パブリック・セクターの経済・経営学」などの著書あり。

略歴

パネリスト（50音順）

筑波学院大学
情報コミュニケーション学部
教授

大島愼子 早稲田大学大学院アジア太平洋研究科修了。ルフトハンザドイツ航空の客室乗務員、採用担当、広報室
長を経て、スイス系ＰＲ会社で航空会社、外国観光局、政府機関の広報活動に従事、平成18年4月より現
職。静岡空港、中部空港調査会、関東運輸局などの委員を歴任。
著書に「ドイツおいしい物語」、「とらばーゆ宣言」、共著に「デジタル時代の広報戦略」など、航空専門誌

「航空情報」に平成11年より連載中。

略歴

東京海洋大学海洋工学部
助教授

兵藤哲朗 東京工業大学工学部を卒業、同大学大学院理工学研究科博士課程修了。東京理科大学助手、東京工業大
学助手を経て、平成5年に東京商船大学（現在の東京海洋大学）流通情報工学課程助教授となり、現在に
至る。研究テーマは、都市内物流の効率化に関する研究、交通需要マネジメント策とその実施に関する
研究、高度交通情報提供システムを前提とした交通計画に関する研究。
著書「現代の新都市物流」「これからの都市・地域政策」（ともに共著）。

略歴

九州工業大学情報工学部
助教授

安河内恵子 九州大学大学院文学研究科社会学専攻博士課程修了。九州工業大学情報工学部講師を経て、平成3年よ
り現職。専門分野は、都市社会学、家族社会学、情報社会論。
具体的な研究テーマは、女性の就業と社会ネットワークに関する研究、都市化・情報化の進展と家族の
変化に関する研究など。国土交通省独立行政法人評価委員会臨時委員、福岡市公共事業再評価監視委員
会委員、福岡市都市計画審議会委員などを務める。

略歴

日本旅行業協会
九州支部

紹介 英文名称はJapan Association of Travel Agents(JATA)。旅行者に対する旅行業務の改善並びに接遇
の向上等を図り、旅行業の健全な発展に寄与し観光事業の発達に貢献することを目的とする旅行業者
等の団体。全国での加入企業は正会員1,239社、協力会員776社等計2,952社（2006年5月現在）。

	 郵送（郵便番号とあて名で届きます）
	 〒812-8577 福岡県空港計画課空港ＰＩ担当あて
	 〒810-8620 福岡市総務企画局空港推進担当あて

	 問い合わせ先

ご希望の方は、「シンポジウム参加希望」と記載の上、氏名、年齢、郵便番号・住所、（同行者のいる場合は同行者の人数）を明記し、下のいずれかの方
法でお申し込み下さい。様式は自由です。




